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出典：U N ICE F, U N A IDS , W HO,Y oung People 
and HIV /A IDS : Opportunity in cris is , 2002.

出典：国連人口局
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HIV /エイズに関する知識

%

子どもたちはどこにいるか
総人口に占める18歳未満人口の割合（2001年）

50% 以上

25%～49%

25% 未満

データなし

サハラ以南のアフリカ地域の一部諸国で、
HIV /エイズから身を守るために充分な知識が
あると考えている若い女性（15～24歳）の
割合

H IV /エイズについてどのぐらい情報が入手
できるかに関する、一部地域の子どもたち（9
～18歳）の意見

出典：ユニセフ子ども世論調査（1999年、2000年、
2001年）
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子どもたちはどう考えているか*
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子どもたちは、世界中で行われた
調査や協議のなかで、自分たちに
影響を与えている諸問題について
どう考えているか、何を知ってい
るかについて語ってくれた。

・子どもたちや若い女性は、高い
割合で、H I V /エイズについて
ほとんど、あるいはまったく情
報を持っていないと回答してい
る。

・若い女性はH I V /エイズについ
て若い男性よりもよく知らない
のが普通であり、HIV の感染率
は女性のほうが高い。

・親子関係はおおむね良好だが、
世論調査に回答した子どもたち
のほぼ半数は、自分に直接関わ
る決定が家庭で行われるとき、
自分の意見を聴いてもらえない
と考えている。

・失業率が1 5 ％にのぼるアラブ
連盟諸国では、仕事と教育が、
世論調査に回答した13～20歳
の若者の最大の関心事に挙げら
れている。

この地図は、いずれかの国もしくは地域の
法的地位またはいずれかの国境の確定に関
するユニセフの立場を反映するものではな
い。点線は、インドとパキスタンが合意し
たジャンムー・カシミールのおおよその統
治線を表したものである。ジャンムー・カ
シミールの地位の確定については当事者の
合意が得られていない。

*

子どもは家庭内の意思決定にどのぐらい参加しているか
「家庭で何かを決める前に相談されていますか」という質問に対する、9～18歳の子どもたちの回答
（地域平均および一部の国の例）
出典：ユニセフ子ども世論調査（1999年、2000年、2001年）
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＊印のついた回答は、「いいえ／あまり／場合による、ときどきはい、ときどきいいえ」を含む。
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13～20歳の若者たちの回答
（2001年）

アラブ諸国の若者にとって
一番重要な問題は何か？

仕事の機会
教育
環境
貧困
政治参加
保健ケア
貧富の格差

出典：U N DP, R egional B ureau 
for A rab S tates , A rab Hum an 
Developm ent R eport 2002. 
円グラフの％は四捨五入した数字。
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「HIV/エイズに
ついてたくさん情
報があると思う」
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何も知らない」
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就学率
初等学校に就学または通学している子どもの割合

（1995～2001年）

二酸化炭素排出量

50%未満

50％～74%

75%～89%

90%以上

データなし

出典：ユネスコ／ユニセフ

女子の就学率が4 0％未満および／または就
学率の男女格差が1 0 ％以上の国（1 9 9 7 ～
2000年）

1 0億メートルトン以上の二酸化炭素を排出
している国（1996～1998年）

1億～9.99億メートルトンの二酸化炭素を排
出している国（1996～1998年）

出 典 ： 国 連 気 候 変 動 枠 組 み 条 約 ； C a r b o n  
Diox ide Inform ation A nalys is  Center,  
2001.

21% 41% 49% 52%

南・東
ヨーロッパ

CE E /CIS ・
バルト海諸国 西ヨーロッパ

ラテンアメリカ・
カリブ海諸国

子どものクラブ活動
組織されたグループ、クラブまたは団体に通っていると回答
した子どもたち（9～18歳）の割合
出典：ユニセフ子ども世論調査（1999年、2000年、2001年）

サハラ以南の
アフリカ

71%

南アジア

56%

その他の
開発途上地域

16%

出生登録
年間出生数のうち登録されないものの
地域別割合（2000年）
出典：ユニセフ（2001年）

バハマ、ベリーズ、カボベルデ、キプ
ロス、マーシャル諸島、ナウル、ニウ
エ、カタール、サモア、セーシェルズ、
ソロモン諸島、東ティモール、トンガ、
バヌアツ

データがない、または出生登録制度が
存在しない開発途上国
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予防接種・2001年
DPTの予防接種を完全に受けた
1歳児の割合
出典：W HO／ユニセフ

子どもたちは何を望んでいるか*
（保健、教育、健全な環境）
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国連子ども特別総会における声明
で、子どもたちは世界の指導者た
ちに、保健ケア、教育、健全な環
境への権利をすべての子どもに保
障するよう求めた。

・出生登録をされない子どもは、
アイデンティティ、公認された
名前、国籍を与えられない。い
ずれも社会参加のために欠かせ
ない要素である。2000年に生
まれて出生登録をされなかった
赤ん坊は5,000万人以上（世界
の全出生数の41％）にのぼった。

・初等教育年齢に相当する子ども
のうち1億2, 000万人近くは学
校に行っていない。そのうち
53％は女子である。

・毎年数百万人の5 歳未満児が、
ワクチンで容易に予防できる病
気により死亡している。

・人間の活動によって排出される
温室効果ガス（二酸化炭素など）
は、地球温暖化や気候変動の原
因になっている。そのため、飢
饉その他の災害が引き起こされ
る可能性がある。

・たとえば仲間集団などに子ども
が参加することは、健康的な成
長発達にとって不可欠である。

この地図は、いずれかの国もしくは地域の
法的地位またはいずれかの国境の確定に関
するユニセフの立場を反映するものではな
い。点線は、インドとパキスタンが合意し
たジャンムー・カシミールのおおよその統
治線を表したものである。ジャンムー・カ
シミールの地位の確定については当事者の
合意が得られていない。

*



出典：E rikson, M ., M . S ollenberg and 
P. W allensteen, ‘ Patterns  of m ajor arm ed 
conflicts , 1990– 2001’ , S IPR I Y earbook 
2002: A rm am ents , disarm am ent and 
international security, Oxford U nivers ity 

飢え
中度または重度の低体重状態にある5歳未満児の割合

（1995～2001年）

武力紛争
� 2001年に大規模な武力紛争が生じた国

児童労働
� 最悪の形態の児童労働に関するILO第182号条
� 約を批准していない国（2002年9 月現在）
出典：ILO.

出典：ユニセフ

40%以上
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5%～19%

5%未満

データなし

子どもたちは何を望んでいるか*
（保護）
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国連子ども特別総会で、子どもたち
は世界の指導者たちに対し、自分た
ちが何を望んでいるかを告げた。そ
れは、貧困、搾取、戦争を終わらせ
ることである。

・貧困を主たる要因として、開発途
上国の子どもたち1億5, 000万人
が低体重の状態にある。低体重は
死亡の危険性を高め、精神的・身
体的発達を妨げる。

・1 9 9 0年以降、戦争で2 0 0万人以
上の子どもたちが殺され、600万
人が重傷を負った。

・法的拘束力のあるIL O第182号条
約は、子どもたちを虐待と搾取か
ら保護している。約1億8 , 0 0 0万
人の子どもが最悪の形態の児童労
働に従事していると考えられてお
り、これは世界の子どもの8人に
1人にあたる。毎年、1 2 0万人の
子どもが人身売買の対象とされて
いる。

・現在15歳未満の子どもたち1, 400
万人が、エイズで親の一方または
両方を失った。

この地図は、いずれかの国もしくは地域の
法的地位またはいずれかの国境の確定に関
するユニセフの立場を反映するものではな
い。点線は、インドとパキスタンが合意し
たジャンムー・カシミールのおおよその統
治線を表したものである。ジャンムー・カ
シミールの地位の確定については当事者の
合意が得られていない。

*

エイズで親を失った子どもたち
エイズで親の一方または両方を失った子ども

（0～14歳）の割合が50％を越える国（2001年）

ジンバブエ ボツワナ ザンビア スワジランド ケニア レソト ウガンダ

77% 71% 65% 59% 54% 54% 51%

出典：U N A IDS , U N ICE F, U S A ID, 
Children on the B rink 2002.



マップに関する一般的留意事項

マップ１．子どもたちはどう考えているか マップ２．子どもたちは何を望んでいるか（保健、

教育、健全な環境）

マップ３．子どもたちは何を望んでいるか（保護）
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